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修士論文要旨
自閉症スペクトラム障害児者における視線に関する研究の動向と展望
― Eye-tracking技術を用いた研究を中心にして ―
Trends and prospects for research on gaze in autism spectrum Disabilities
― Focusing on research using the Eye-tracking technology ―
岩田　泰弘（Yasuhiro Iwata）　　指導：佐々木　和義
【問題と目的】
　社会的相互作用などに障害を持つ自閉症スペクトラム障
害（以下ASD）児者の視線の特性を知る上で，人の顔のど
こを見て，何に注意を向けているかを明らかにすることは
欠かせない問題である。近年，アイトラッキング技術の進
歩は非言語とことばによる機能のレベルに関係なく，幼児
から大人まで実質的にすべての個体群で使用することがで
き，発達障害，特にASDの早期発見において，有用である
ことが示唆されている （ Jones  & 　Klin,  2013 ）。
　経年， ASD者は定型発達（以下TD）者より目領域を注視
する時間が著しく短く，口領域に有意に延長したとする定
説がある（Klin et al.，2002）。その後Falck-Ytter & von 
Hofsten（2011）らは，定型発達児との比較で，双方の注
視時間に違いはなく，目より口を多く見ていたという報告
等があり，連続体という症状の個人差や発達段階の違いな
どの問題もあり一貫した結論に至っていない。ASD児者の
視線行動の特異性を発達過程等に考慮して，様々な知見を
まとめ検討していくことは，ASDの特性を明らかにするた
めに意味があるものと思われる。先行研究を概観すると，静
的画像と動的映像など刺激の内容や呈示の仕方，TD児者と
のマッチングの問題も重要だと思われる。より現実に即し
たバーチャルな対象や会話場面，音声情報を伴う研究の進
展もみられ，最新のさらなる研究の考察を深めることは重
要な課題である。ASDの顔認知や表情識別の脆弱性等の要
因や障害が，生活や学習機能上，どのような行動として現
れて課題を生じるのかは未だ研究途上にある。
　本研究では，アイトラッキング技術を用いたASD児者の
視線について最近の研究に関する論文の動向を概観し，今
後の課題を展望する。そして，今後のASD児者の改善に向
けた臨床の早期発見や社会的機能を高める適切な支援と共
生社会の推進等に資することを目的とする。
【方法】
　アイトラッキングを用いたASD児者の顔視線方略を調
べるため，オンライン文献データベースWeb of Science，
および日本の文献検索システムCiNiiを活用し，2015年７
月までに発表された研究を中心に検索した。検索ワード
「autism×face gaze」から，「eye-tracking」で文献を絞
り，さらに本研究の目的に適合するかどうか検討し，最終
的な該当論文は92件となった。研究に当たっては，①アイ
トラッキング技術の進展に伴う研究を分類し，整理した。②
ASD児者の視線の非定型が発達過程においてどんな変遷
を示すか，近年の研究動向を概観し，活用の有用性などを
検討した。③人の顔のどこを見て，何に注意を向けている
かを調べ，実験の相違点などを探った。④ASD児者の感情
識別や理解の仕方の特異性を視線の向け方から検証した。
【結果と考察】
　近年，アイトラッキング技術の進歩は著しく，実験心理
学や神経科学，精神医学における研究での使用は急激に増
加し，視線行動などの知覚的方略を調べるための貴重な
ツールとして，用いられている（Sasson & Elison，2012 ）。
高精度の非侵襲型アイトラッキング機器の向上や普及によ
り，ASDの早期発見と介入の取組ができ，発達プロセスに
おける重要な情報を明らかにするために役立つと思われる。
　ASD児が「顔のどこをどのように見るか」という議論は，
発達早期の段階では，共通した知見は見いだせなかった。こ
れらの結果の違いは，アイコンタクトやスピーチなどのコ
ミュニケーションの条件，度合いや発達の過程の変化に
よって違いが生まれることがあると推測できる。発達早期
の口への過剰な視線は，一概にのちのASDの臨床診断を予
測するとは限らず，幼児・児童期の口への優先的な注視は，
言語獲得の大切な時期にあり，社会的適応や相互作用の手
がかりとして口を見て情報を収集していると思われる。
　ライブでの対話型実験は，現実の生活に近い形で自然な
相互作用を可能にするので，ASDの中核的障害の特徴を導
きだしやすい面があると考えられ，感情の基本的な表情に
ついては，ASDも潜在的にネガティブな情報に優先するこ
とがわかり、TD児者の結果と同様のパターンを反映するこ
とが示された。
　今後の展望を考えるとき，最終的には，ASDの人たちの
社会的相互作用時における社会的な応答性の向上を目指す
ことが重要だと思われる。アイトラッキングがスクリーニ
ングや診断評価に統合され，障害に配慮したASD特性への
理解が広まり，適切な療育や介入，支援によって適応しや
すい社会を構築していけるようになることが望まれる。
